
１
、
人
・
車
両
等
に
よ
る
侵
入
の
防
止
、

　

出
入
り
口
付
近
に
消
毒
設
備
（
消
毒

機
器
等
）
の
設
置
、
車
両
の
出
入
り

の
際
に
は
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

特
に
①
鶏
舎
ご
と
に
長
靴
・
作
業

着
を
替
え
る
。
②
鶏
舎
の
入
り
口
で

踏
み
込
み
消
毒
槽
と
手
指
消
毒
の
２

点
は
、
最
も
重
要
で
す
の
で
必
ず
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
場
の

敷
地
境
界
と
鶏
舎
の
周
囲
に
幅
１
ｍ

で
石
灰
を
散
布
し
、
出
入
り
す
る
車
、

人
の
消
毒
も
徹
底
し
て
下
さ
い
。
鶏

舎
ご
と
に
専
用
の
長
靴
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

２
、
野
鳥
・
野
生
動
物
の
侵
入
の
防
止

と
発
生
状
況
の
情
報
収
集
に
努
め
、

家
き
ん
の
健
康
状
態
を
良
く
観
察
し
、

死
亡
率
の
増
加
な
ど
異
常
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
家
畜
保
健

衛
生
所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
病
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
農
場

の
み
な
ら
ず
、
周
辺
農
場
の
卵
や
生
き

た
鶏
等
の
搬
出
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
検
査
を
実
施
し
て
安
全
が
確
保
さ

れ
る
ま
で
出
荷
を
制
限
し
て
い
ま
す
の

で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た

卵
や
鶏
肉
は
市
場
に
は
流
通
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
本
ウ
イ
ル
ス
は
加
熱
す
れ
ば

感
染
性
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
食
品

を
加
熱
す
れ
ば
感
染
の
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

前
回
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
発
生
は
続
き
、
下
図
の
と
お
り
、
今

シ
ー
ズ
ン
国
内
で
50
例
発
生
し
て
い
ま

す
。（
２
月
22
日
現
在
）

　

２
月
に
な
っ
て
か
ら
は
関
東
で
特
に

多
く
、
茨
城
県
城
里
町
１
農
場
84
万
羽
、

千
葉
県
旭
市
２
農
場
42
万
羽
、
匝
瑳
市

５
農
場
82
万
羽
、
多
古
町
１
農
場
１
１

５
万
羽
。
徳
島
県
、
宮
崎
県
で
も
２
農

場
24
万
８
千
羽
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
１
月
に
千
葉
県
で
発
生

し
た
ア
ヒ
ル
農
場
か
ら
ヒ
ナ
を
導
入
し

て
い
た
行
田
市
と
春
日
部
市
の
２
農
場

で
疑
似
患
畜
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
ヒ
ナ

を
処
分
し
ま
し
た
。

　

本
病
が
発
生
す
る
と
、
発
生
農
場
だ

け
で
な
く
、
関
連
農
場
や
周
辺
の
養
鶏

場
も
卵
や
鶏
の
移
動
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

鶏
舎
の
外
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

て
、
鶏
舎
の
中
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う

な
対
策
を
徹
底
し
て
下
さ
い
。

　

家
き
ん
を
一
羽
で
も
飼
っ
て
い
る
方

は
、
飼
養
衛
生
管
理
の
再
確
認
と
、
以

下
の
侵
入
防
止
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

農林水産省ＨＰより引用

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

国
内
で
大
発
生
、
関
東
で
も

●
家
き
ん
飼
育
農
場
で
の

　
　
　
　

発
生
防
止
対
策
を

●
人
へ
の
影
響


